
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体の現在位置情報及び目的地情報と、地図情報データベースに保存された地図情報
とに基づいて、経路探索処理を行い経路案内情報を表示するナビゲーション装置において
、
　複数の代表的な周囲環境に関する背景画像データを記憶する記憶手段と、
　移動体の現在位置情報を取得する位置情報取得手段と、
　前記現在位置情報と前記経路探索処理によって得られた最適経路情報とに基づいて、移
動体が通過予定の次詳細案内地点を特定し、 次詳細案内地点の周囲に設定された環境推
定区間 とに基づき前
記次詳細案内地点の周囲環境を推定して、該推定された周囲環境に対応する背景画像デー
タを仮想背景画像として選定する、制御手段と、
　仮想背景画像と次詳細案内地点に関する経路案内情報とから詳細案内画面を作成し表示
する表示手段とを備えたことを特徴とする、ナビゲーション装置。
【請求項２】
　地図情報データベースは、地図上の を記憶し、
　制御手段は、 各ノードの標高データと

に基づき次詳細案内地点の周囲環境を推定して、該推定された周囲環境に対応する背
景画像データを仮想背景画像として選定する構成とされたことを特徴とする、請求項１に
記載のナビゲーション装置。
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【請求項３】
　制御手段は、環境推定区間内の各ノードの属性データに基づき交差点の有無を判定し、
次詳細案内地点が都市部であるか否かを推定する構成とされたことを特徴とする、請求項

に記載のナビゲーション装置。
【請求項４】
　時刻情報を取得する時刻情報取得手段を更に備え、
　記憶手段は、複数の代表的な周囲環境について複数の時間帯に関する背景画像データを
記憶し、
　制御手段は、推定された周囲環境と時刻情報とに基づいて周囲環境に対応する背景画像
データを仮想背景画像として選定する構成とされたことを特徴とする、請求項１ないし
に記載のナビゲーション装置。
【請求項５】
　移動体のライトスイッチに連動するＩＬＬ信号を入力し、
　記憶手段は、複数の代表的な周囲環境について複数の時間帯に関する背景画像データを
記憶し、
　制御手段は、推定された周囲環境とＩＬＬ信号とに基づいて周囲環境に対応する背景画
像データを仮想背景画像として選定する構成とされたことを特徴とする、請求項１ないし

に記載のナビゲーション装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、移動体の現在位置情報及び地図情報に基づき、ユーザに現在位置と経路案内
に関する情報を提供するナビゲーション装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば特開平１０－１０３９９７号公報に開示された従来のナビゲーション装置は、経路
案内画面（交差点拡大図）を三次元画像として表示し、その遠方背景に空や固定画像デー
タによる仮想風景などを表示する。
【０００３】
従来のナビゲーション装置では、空の画像等を予め背景画像として保存し、交差点拡大図
の三次元表示時に交差点案内情報の背景として表示するとともに、当該背景画像の彩度を
地平線を基準に変化させて表示させ、三次元表示画面に自然な奥行き感を与えることによ
り、表示画面の見易さを改善する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、前記従来のナビゲーション装置では、移動体の位置情報と関連性のない背景画像
が表示されるため、実際に移動体が走行している周囲環境とナビゲーション装置の三次元
表示画面上の背景画像とが一致しない場合がありユーザの使い勝手が悪い、といった課題
があった。
【０００５】
このような課題を解決するために、特開２００１－１６５６７８号公報に開示されたナビ
ゲーション装置は、予め複数の背景画像をデータベースとして保持し、各背景画像と移動
体の位置情報とを対応付けて画面上に表示する。
【０００６】
しかし当該従来のナビゲーション装置では、移動体の位置情報に関連付けられた背景画像
を表示するために、移動経路上の周囲環境に適合する多数の背景画像が予め記憶された「
地図情報データベース」を使用する必要があり、背景画像が記憶されていない汎用的な地
図情報データベースを使用することはできない、といった課題があった。
【０００７】
また、移動経路上の周囲環境に適合する多数の背景画像を記録するため、前記地図情報デ
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ータベースの作成が困難となりデータ量が増大する、といった課題があった。
【０００８】
この発明は上記課題を解決するためになされたもので、多数の背景画像を予め記憶した地
図情報データベースを用いることなしに、簡単な処理により実際に移動体が走行している
周囲環境に即した背景画像を表示し、ユーザの利便性の高いナビゲーション装置を得るこ
とを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するために、本発明にかかるナビゲーション装置にあっては、移動体の現
在位置情報及び目的地情報と、地図情報データベースに保存された地図情報とに基づいて
、経路探索処理を行い経路案内情報を表示するナビゲーション装置において、複数の代表
的な周囲環境に関する背景画像データを記憶する記憶手段と、移動体の現在位置情報を取
得する位置情報取得手段と、前記現在位置情報と前記経路探索処理によって得られた最適
経路情報とに基づいて、移動体が通過予定の次詳細案内地点を特定し、次詳細案内地点の
周囲に設定された環境推定区間に関する地図情報とに基づき前記次詳細案内地点の周囲環
境を推定して、該推定された周囲環境に対応する背景画像データを仮想背景画像として選
定する制御手段と、仮想背景画像と次詳細案内地点に関する経路案内情報とから詳細案内
画面を作成し表示する表示手段とを備える。
【００１０】
次の発明にかかるナビゲーション装置にあっては、地図情報データベースは、地図上の複
数の代表地点（以下、「ノード」と呼ぶ）の標高データを記憶し、制御手段は、環境推定
区間内の各ノードの標高データに基づき次詳細案内地点の周囲環境を推定して、該推定さ
れた周囲環境に対応する背景画像データを仮想背景画像として選定する構成とされる。
【００１１】
次の発明にかかるナビゲーション装置にあっては、地図情報データベースは、地図上の各
ノードの属性を示す属性データを記憶し、制御手段は、環境推定区間内の各ノードの属性
データに基づき次詳細案内地点の周囲環境を推定して、該推定された周囲環境に対応する
背景画像データを仮想背景画像として選定する構成とされる。
【００１２】
次の発明にかかるナビゲーション装置にあっては、制御手段は、環境推定区間内の各ノー
ドの属性データに基づき交差点の有無を判定し、次詳細案内地点が都市部であるか否かを
推定する構成とされる。
【００１３】
次の発明にかかるナビゲーション装置にあっては、時刻情報を取得する時刻情報取得手段
を更に備え、記憶手段は、複数の代表的な周囲環境について複数の時間帯に関する背景画
像データを記憶し、制御手段は、推定された周囲環境と時刻情報とに基づいて周囲環境に
対応する背景画像データを仮想背景画像として選定する構成とされる。
【００１４】
次の発明にかかるナビゲーション装置にあっては、移動体のライトスイッチに連動してＯ
Ｎ／ＯＦＦが切り替わるＩＬＬ信号を入力し、記憶手段は、複数の代表的な周囲環境につ
いて複数の時間帯に関する背景画像データを記憶し、制御手段は、推定された周囲環境と
ＩＬＬ信号とに基づいて周囲環境に対応する背景画像データを仮想背景画像として選定す
る構成とされる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
図１は、本実施の形態１のナビゲーション装置の構成図である。図１において、１はナビ
ゲーション装置、２はＧＰＳ（ Global Positioning System）用電波を受信するＧＰＳア
ンテナ、３は経路案内情報を表示するための地図情報データベースが格納されたＣＤ－Ｒ
ＯＭ（ Compact Disc Read-Only Memory）である。
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【００１６】
本実施の形態１のＣＤ－ＲＯＭ３に格納された地図情報データベースには、道路の形状と
対応して予め設定された複数の代表地点（以下、「ノード」と呼ぶ）の標高データと、各
ノードの属性（例えば交差点、規定距離ポスト等）を示す属性データと、任意の２地点が
選択された場合にその２地点を結ぶ最適経路を探索するための探索用データと、探索経路
上を案内するための経路誘導用データとが記憶されている。
【００１７】
またナビゲーション装置１において、１０はＧＰＳアンテナ２からの受信信号を復調処理
して、受信点である移動体の現在位置に関する情報（以下、単に「現在位置情報」と呼ぶ
）、該移動体の移動速度に関する情報（以下、単に「現在速度情報」と呼ぶ）、及び現在
時刻に関する情報（以下、単に「時刻情報」と呼ぶ）を算出するＧＰＳ受信部、１１は各
種の経路案内情報を三次元表示する液晶ディスプレイや小形ＣＲＴ等の表示装置、１２は
前記ＣＤ－ＲＯＭ３から地図データを読み出すＣＤ－ＲＯＭドライブ、１３は当該ナビゲ
ーション装置のユーザからの各種指令を入力するための操作部、１４は例えば当該ナビゲ
ーション装置が搭載された自動車等のライトスイッチと連動して切り替わるＩＬＬ信号、
１５はＧＰＳ受信部１０、表示装置１１、ＣＤ－ＲＯＭドライブ１２、操作部１３の信号
入出力制御を行う入出力ポート、１８はＣＰＵ１７が各種制御処理を行うためのプログラ
ムやデータが格納されたＲＯＭ（ Read-Only Memory）、１９はＣＰＵ１７が各種処理を実
行する際にデータを一時格納するためのＲＡＭ（ Random Access Memory）、１６はＣＰＵ
１７が入出力ポート１５、ＲＯＭ１８、ＲＡＭ１９との間でデータのやり取りを行うデー
タバスである。
【００１８】
次に上記の通り構成される本実施の形態１のナビゲーション装置の動作について説明する
。
まず、ユーザによる操作部１３への入力処理に基づいて目的地情報が設定されると、ＣＰ
Ｕ１７は、当該目的地情報とＧＰＳ受信部１０によって算出された現在位置情報とに基づ
き、ＣＤ－ＲＯＭ３に格納された地図情報データベースを参照して、従来のナビゲーショ
ン装置と同様の方法により最適な経路を探索する。更にＣＰＵ１７は、当該最適経路上に
おいて、例えば右左折が必要な交差点などのように、詳細な経路案内が必要な地点（以下
、「詳細案内地点」と呼ぶ）を特定し、該最適経路及び各詳細案内地点を特定する情報（
以下、単に「最適経路情報」と呼ぶ）をＲＡＭ１９に格納する。
なお、詳細案内地点として選択対象となる各地点は、地図情報データベースにノードとし
て保存されており、各詳細案内地点の標高データが参照可能であるものとする。
【００１９】
移動体が最適経路上を移動開始すると、ＣＰＵ１７は最適経路情報に基づいて経路案内処
理を行う。経路案内処理中に当該移動体が前記詳細案内地点から予め定められた距離以内
に近接すると、ＣＰＵ１７は当該詳細案内地点に関する詳細案内（例えば、交差点拡大図
等）を表示装置１１上に三次元表示する。
【００２０】
図２は本実施の形態１における詳細案内処理のフロー図である。
経路案内処理中において、ＣＰＵ１７はＲＡＭ１９から前記最適経路情報を参照し、前記
現在位置情報に基づいて、今後通過予定の詳細案内地点のうち、当該移動体に最も近接す
る詳細案内地点を「次詳細案内地点」として特定する（ステップＳ１）。
【００２１】
当該移動体が、次詳細案内地点から予め定められた距離以内に近接すると、ＣＰＵ１７は
該次詳細案内地点に関する詳細案内のため、背景画像の選択及び描画処理を行う（ステッ
プＳ２）。
【００２２】
本実施の形態１では、詳細案内の際に実際に移動体が走行している周囲環境を推定し、次
詳細案内地点に相応しい仮想的な背景画像（以下、単に「仮想背景画像」と呼ぶ）を選択
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／描画処理する。
【００２３】
以下、仮想背景画像の選択／描画処理について、フロー図３に従って説明する。
まず、ＲＯＭ１８には次詳細案内地点の仮想背景画像として、「都市部」「郊外」「山間
部」の背景画像データが予め保存されている。
【００２４】
またＲＯＭ１８には、周囲環境を推定するための路上距離Ｄ（例えばＤ＝１Ｋｍ）が保存
されている。ＣＰＵ１７は前記次詳細地点から路上距離Ｄだけ手前の区間を「環境推定区
間」として特定し、当該環境推定区間内に設定された各ノードの標高データ及び属性デー
タをＣＤ－ＲＯＭ３の地図情報データベースから読出して、ＲＡＭ１９に格納する（ステ
ップＳ１１）。
ここで、環境推定区間を設定するための路上距離Ｄは、移動体及び次詳細案内地点の周囲
環境を正確に推定するために適切な値が予備的な実験等により決定されるものとする。
【００２５】
次にＣＰＵ１７は、環境推定区間内に設定された各ノードと次詳細案内地点の標高データ
とに基づき、各ノードと次詳細案内地点との標高差を算出する。
【００２６】
ＲＯＭ１８には、周囲環境を山間部と判定するための標高差の閾値ｔｈｍ が保存されてい
る。ＣＰＵ１７は、環境推定区間内に次詳細案内地点との標高差が閾値ｔｈｍ 以上のノー
ドが存在するか判定する（ステップＳ１２）。
ここで、標高差の閾値ｔｈｍ は、周囲環境が山間部であることを正確に推定するために適
切な値が予備的な観測等により決定されるものとする。
【００２７】
環境推定区間内に標高差が閾値ｔｈｍ 以上のノードが存在する場合には（ステップＳ１２
、Ｙｅｓ）、ＣＰＵ１７は「次詳細案内地点が山間部に所在する」と推定し、ＲＯＭ１８
から山間部の背景画像データを読出し仮想背景画像として特定する（ステップＳ１６）。
【００２８】
一方、環境推定区間内に標高差が閾値ｔｈｍ 以上のノードが存在しない場合には（ステッ
プＳ１２、Ｎｏ）、ＣＰＵ１７は、ＲＯＭ１８に予め保存された、周囲環境を都市部と判
定するための路上距離Ｄｃ （例えばＤｃ ＝５００ｍ）に基づき、前記次詳細地点から路上
距離Ｄｃ だけ手前の区間を「都市部判定区間」として特定するとともに、当該都部判定区
間内に属性データが「交差点」であるノードが存在するか判定する（ステップＳ１３）。
【００２９】
当該都部判定区間内に交差点ノードが存在する場合には（ステップＳ１３、Ｙｅｓ）、Ｃ
ＰＵ１７は「次詳細案内地点が都市部に所在する」と推定し、ＲＯＭ１８から都市部の背
景画像データを読出し仮想背景画像として特定する（ステップＳ１７）。
【００３０】
これに対し、当該都部判定区間内に交差点ノードが存在しない場合には（ステップＳ１３
、Ｎｏ）、ＣＰＵ１７は「次詳細案内地点が郊外に所在する」と推定し、ＲＯＭ１８から
郊外の背景画像データを読出し仮想背景画像として特定する（ステップＳ１４）。
【００３１】
ＣＰＵ１７は、前記の通り特定された各仮想背景画像を、表示装置１１の詳細案内画面描
画用メモリに遠方背景として描画する（ステップＳ１５）。
【００３２】
次にＣＰＵ１７は、ＣＤ－ＲＯＭ３の地図情報データベースから前記次詳細案内地点に関
する経路誘導用データ（例えば交差点形状や周辺の建造物などに関する情報）を参照して
ＲＡＭ１９に格納するとともに、経路誘導のための表示オブジェクト（例えば道路や周辺
建造物のを模式的に表示した図形や、進行方向を明示するための矢印表示など）を、詳細
案内画面描画用メモリ内の仮想背景画像上に上書き描画して詳細案内画面を作成する（ス
テップＳ３）。
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【００３３】
図４は、詳細案内画面作成処理のフロー図である。
詳細案内画面作成処理において、ＣＰＵ１７は、ＲＡＭ１９に格納された経路誘導用デー
タに基づいて、道路を模式的に表す図形を前述した最適経路の明示的な表示と共に描画す
る（ステップＳ２１）。次に、次詳細案内地点を明示するための目印マークをＲＯＭ１８
から読み出し、当該目印マークを詳細案内画面描画用メモリ内に上書き描画する（ステッ
プＳ２２）。さらに、進行方向を明示するための矢印表示を詳細案内画面描画用メモリ内
に上書き描画する（ステップＳ２３）
【００３４】
詳細案内画面描画用メモリに次詳細案内地点に関する詳細案内画面が作成されると、ＣＰ
Ｕ１７はＧＰＳ受信部１０から当該移動体の現在位置情報を読出し（ステップＳ４）、Ｒ
ＯＭ１８に予め設定された詳細案内画面表示位置（例えば、次詳細案内地点から２００ｍ
手前等）に当該移動体が到達したら（ステップＳ５、Ｙｅｓ）、詳細案内画面描画用メモ
リに格納された次詳細案内地点に関する詳細案内画面を表示装置１１に表示する（ステッ
プＳ６）。
【００３５】
以上の通り、本実施の形態１のナビゲーション装置では、移動体の現在位置情報と地図情
報データベースに保存された各ノードの標高データ、属性データ等に従い、次詳細案内地
点の周囲環境を推定し、ＲＯＭ１８に予め保存された複数の背景画像データから適切な画
像データを仮想背景画像として自動的に特定して、次詳細案内地点の詳細案内画面で遠方
背景として描画し表示装置１１上に表示する。従って、次詳細案内地点の実際の周囲環境
と、ナビゲーション装置の詳細案内画面の背景画像とが概ね一致することとなるため、ナ
ビゲーション装置のユーザの使い勝手が向上する。
【００３６】
また、代表的な周囲環境に関する背景画像データのみを予め保存し、推定された実際の周
囲環境と適合する一つの背景画像データを選択して表示するような構成としたことにより
、各詳細案内地点についてそれぞれ別個に背景画像を保存しておく必要がなく地図情報デ
ータベースの作成が容易であり、地図情報データベースの情報量の増大を回避することが
できるとともに、地図上の多数の地点に背景画像データが記憶されていない汎用の地図情
報データベースを利用した場合であっても、周囲環境に相応した詳細案内画面を表示する
ことができる。
【００３７】
なお本実施の形態１では、ＣＤ－ＲＯＭ３に地図情報データベースが格納されていたが、
地図情報データベースの格納媒体はＣＤ－ＲＯＭに限定されるものではなく、例えばＤＶ
Ｄ－ＲＯＭ（ Digital Versatile Disc Read-Only Memory）等の他の記録媒体を用いる構
成であってもよい。
また、ＣＤ－ＲＯＭ等の情報記録媒体に代えて通信インタフェース部などを備え、当該ナ
ビゲーション装置から地図情報データベースが格納されたサーバ装置に接続し、必要なノ
ード情報等をナビゲーション装置にダウンロードして使用するような構成であってもよく
、更にＣＤ－ＲＯＭ等の情報記録媒体と地図情報データベースに関する情報をダウンロー
ドする通信インタフェース部とを両方備えるような構成であっても良い。
【００３８】
また本実施の形態１では、ＲＯＭ１８に予め保存された「山間部」「都市部」「郊外」の
３種類の背景画像データから仮想背景画像を選定したが、背景画像データの保存先はＲＯ
Ｍ１８に限定されるものではなく、例えば各背景画像データをＣＤ－ＲＯＭ３に予め記憶
しておきＲＡＭ１９に読出して仮想背景画像として選定するような構成や、上記通信イン
タフェース部を介して背景画像データをサーバ装置からダウンロードし仮想背景画像とし
て選定するような構成であってもよい。
【００３９】
さらに、仮想背景画像として選択される背景画像データは、「山間部」「都市部」「郊外
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」の３種類に限定されるものではなく、この他の代表的な周囲環境について背景画像デー
タを記憶しておく構成であってもよい。
【００４０】
実施の形態２．
上記実施の形態１では、ナビゲーション装置を使用する時間帯に関わらず、予め記憶され
た背景画像データから仮想背景画像を選定して表示したが、本実施の形態２のナビゲーシ
ョン装置は、代表的な周囲環境それぞれについて複数の時間帯に関する複数の背景画像デ
ータを保存し、周囲環境の推定結果と時刻情報とに基づいて一つの背景画像データを仮想
背景画像として選定する。なお本実施の形態２は、上記実施の形態１とはＣＰＵ１７によ
る仮想背景画像選択／描画処理が異なるのみであり、その他の処理フローは同一であるの
で、以下では仮想背景画像選択／描画処理について説明し、同一の構成については同一の
符号を付して説明を省略する。
【００４１】
本実施の形態２では、例えば「山間部：昼」「山間部：夜」、「都市部：昼」「都市部：
夜」、「郊外：昼」「郊外：夜」というように、代表的な周囲環境（山間部、都市部、郊
外）それぞれについて複数の時間帯（昼、夜）の背景画像データがＲＯＭ１８に保存され
ている。
【００４２】
また、ＲＯＭ１８には前記複数の時間帯の何れに属するか判定するための判定時刻（例え
ば午前６時～午後６時は「昼」、午後６時～午前６時は「夜」）が保存されている。
【００４３】
仮想背景画像選択／描画処理において、前述のフロー図３のステップＳ１１～Ｓ１７に示
す方法により周囲環境が推定されると、ＣＰＵ１７はＧＰＳ受信部１０から時刻情報を読
出し、当該時刻情報と前記時間帯判定時刻とを比較して、現在の時間帯を特定する。
ＣＰＵ１７は、推定された周囲環境と現在時刻に対応する時間帯に基づき、一つの背景画
像データを仮想背景画像として選定し、該仮想背景画像を表示装置１１の詳細案内画面描
画用メモリに遠方背景として描画する。
【００４４】
以上本実施の形態２によれば、次詳細案内地点の周囲環境に加えて時刻情報を考慮して仮
想背景画像を自動的に選定するような構成としたことにより、次詳細案内地点及び当該移
動体の周囲環境と、ナビゲーション装置の詳細案内画面上の背景画像との一致度が一層向
上し、ユーザの使い勝手を向上することができる。
【００４５】
なお本実施の形態２では、二つの時間帯（昼、夜）について背景画像データを保持し、時
間帯判定を行って仮想背景画像を選定したが、時間帯の数は二つに限定されるものではな
く、例えば「早朝」「夕方」など、他の時間帯についても背景画像データを保持し仮想背
景画像を選定するような構成であってもよい。
【００４６】
またＣＰＵ１７は、ＧＰＳ受信部１０から出力される時刻情報に基づいて時間帯を特定し
たが、時間帯の特定処理はこのような方法に限定されるものではない。例えば、移動体が
ライトスイッチを搭載した自動車等である場合には、当該ライトスイッチと連動してＯＮ
／ＯＦＦが切り替わるＩＬＬ信号１４に基づいて、ＩＬＬ信号１４がＯＦＦである場合に
は昼、ＩＬＬ信号１４がＯＮである場合には夜と判定して、背景画像データを選定するよ
うな構成であっても、同様の効果を得ることは当然に可能である。
【００４７】
【発明の効果】
以上の通り本発明によれば、複数の代表的な周囲環境の背景画像データを保存しておくと
ともに、次詳細案内地点について設定された環境推定区間の地図情報に基づき該次詳細案
内地点の周囲環境を推定して、推定結果に基づいて一つの背景画像データを自動的に選定
し、詳細案内画像上で仮想背景画像として表示するような構成としたことにより、地図情
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報データベースの記憶容量の増大を回避しつつ、次詳細案内地点の実際の周囲環境と詳細
案内画面の仮想背景画像とを概ね一致させることができ、ナビゲーション装置のユーザの
使い勝手を向上させることができる、といった効果を奏する。
【００４８】
また次の発明によれば、地図情報データベースに各ノードの標高データを保存し、前記環
境推定区間内のノードの標高データに基づき次詳細案内地点の周囲環境を推定するような
構成としたことにより、実際の周囲環境と仮想背景画像を概ね一致させることができ、ナ
ビゲーション装置のユーザの使い勝手を向上させることができる、といった効果を奏する
。
【００４９】
また次の発明によれば、地図情報データベースに各ノードの属性を表す属性データを保存
し、前記環境推定区間内のノードの属性データに基づき次詳細案内地点の周囲環境を推定
するような構成としたことにより、実際の周囲環境と仮想背景画像を概ね一致させること
ができ、ナビゲーション装置のユーザの使い勝手を向上させることができる、といった効
果を奏する。
【００５０】
また次の発明によれば、前記環境推定区間内のノードの属性データに基づき、該環境推定
区間内の交差点の有無を判定し、次詳細案内地点が都市部であるか否かを推定するような
構成としたことにより、簡易な方法で周囲環境を推定できる、といった効果を奏する。
【００５１】
また次の発明によれば、記憶手段に複数の代表的環境について複数の時間帯に関する背景
画像データを保存しておくとともに、前記推定された周囲環境と時刻情報とに基づいて一
つ背景画像データを仮想背景画像として自動的に選定する構成としたことにより、実際の
周囲環境と仮想背景画像との一致度が一層向上し、ユーザの使い勝手を向上することがで
きる、といった効果を奏する。
【００５２】
また次の発明によれば、移動体のライトスイッチに連動するＩＬＬ信号と、前記推定され
た周囲環境とに基づき、一つ背景画像データを仮想背景画像として自動的に選定する構成
としたことにより、簡易な方法で、実際の周囲環境と仮想背景画像との一致度を向上させ
ることができる、といった効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１のナビゲーション装置の構成図である。
【図２】本発明の実施の形態１の詳細案内処理のフロー図である。
【図３】本発明の実施の形態１の仮想背景画像の選択／描画処理のフロー図である。
【図４】本発明の実施の形態１の詳細案内画面作成処理のフロー図である。
【符号の説明】
１　ナビゲーション装置
２　ＧＰＳアンテナ
３　ＣＤ－ＲＯＭ
１０　ＧＰＳ受信部
１１　表示装置
１２　ＣＤ－ＲＯＭドライブ
１３　操作部
１４　ＩＬＬ信号
１５　入出力ポート
１６　データバス
１７　ＣＰＵ
１８　ＲＯＭ
１９　ＲＡＭ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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